






 

日本における若年発症 IDDM の実態は必ずしも明らかではない。すなわち発症率,頻度につ

いての正確なデータは乏しく,欧米から報告されているような年令別,性別,季節別発症数

の変化についての報告も少ない。我々は四方を海に囲まれ,他の府県と隔絶されている北海

道における疫学的調査を行って来た。その結果(1)1973 年以降発症数,頻度共に増加してい

ること,(2)冬期に多く,夏期に少ない季節変動のあることなどを報告した。今回全国調査を

行った機会に,北海道でみられたと同じ傾向が,他の地方でもみられるのか検討した。 


